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「やせている」と聞くとみなさんはどんなこと

をイメージしますか？かわいい、アイドルみた

い、どんな服も似合う、などボジティブなことが

浮かびますか？ある大手通信販売のWebサイトで

「ダイエット」と検索すると 10万件以上の商品が

ヒットします。世の中はダイエットに関する本、

サプリ、トレーニング器具など、ダイエットに関

するコンテンツであふれており、多くの人がやせ

ることに関心があることが分かります。 

Body Mass Index（BMI）18.5未満が「やせ」と

定義されます。例えば身長が 160 ㎝の場合、おお

よそ 47㎏以下の状態は「やせ」です。「やせ」に

なる背景には消化器の病気やがんなどが隠れてい

る可能性もありますが、最近はダイエットによる

若い女性の「やせ」が問題となっています。 

厚生労働省の国民健康・栄養調査でも、大和市

の健診結果でも、若い女性の約 20％が「やせ」に

該当します。この「やせ」には様々なリスクを伴

うことをご存知でしょうか？ご自身の体だけでな

く、時に次の世代にまで影響を及ぼす可能性もあ

ります。本稿では産婦人科の診療にもかかわりの

深い「やせ」についてご紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 

「やせ」と無月経                                

 排卵しても妊娠に至らないと、子宮の内側の膜

（子宮内膜）が剥がれ落ちます。これを月経（生 

 

 

理）といいます。正常な月経周期は 25-38 日で 

す。やせていたり、急激に体重が減ったりすると 

「子孫を残す余力はない」と防衛本能が働き、排 

卵が抑制されて無月経になります。このタイプの

無月経ではエストロゲンという女性ホルモンの分

泌が減少します。エストロゲンは子宮や乳房だけ

でなく、骨、血管、筋肉、脳、皮膚など全身の

様々な臓器に作用します。また、脂質代謝も調整

しています。長期間に渡り無月経でエストロゲンが

抑制された状態が続くと、骨粗鬆症になったりコレ

ステロールが上昇して将来的に心筋梗塞・脳卒中の

リスクが高くなったりすることが問題です。 

 

 

 

 

 

 

さらに、若い女性の摂食障害も「やせ」に関わ

る問題の一つです。摂食障害は体重と体型のコン

トロールで頭がいっぱいになり、やせていても

「自分は太りすぎている」と感じ、体重が増える

ことに強い恐怖を覚える状態です。体重を減らす

ために絶食、自己誘発性嘔吐、下剤・利尿薬の乱

用などの極端な行動をとり無月経になります。そ

ればかりか、命に関わる重篤な状態に至ることも

あります。発症には性格や家庭環境、社会文化的

背景など様々な因子が関連していますが、SNS な

どであふれている「やせている方が美しい」とい

う昨今の圧力は摂食障害の要因にもなっていま

す。 



「やせ」と不妊症                                 

 やせることによって排卵が止まれば妊娠するこ

とはできません。自然に排卵があり、自然に月経

があるくらいの体重を保つことは、妊娠できる体

を整えておくという観点からも重要です。最近は

体外受精などの高度不妊治療を受ける女性も増え

ていますが、やせている女性では体外受精をして

も妊娠率が低いことが報告されています。 

 

「やせ」と妊娠・出産                          

 「やせ」の女性は、妊娠中の切迫早産、胎児発

育不全、貧血などのリスクが高まり、結果的に赤

ちゃんが低出生体重児となる割合も高まります。

産まれてくる週数が早ければ早いほど、赤ちゃん

は呼吸障害や脳室内出血、失明、難聴など様々な

病気を抱える可能性があります。 

また、母親の「やせ」によって胎生期に低栄養環

境にあった子どもは、生後の栄養環境が悪いことを

想定して低身長で筋肉量の少ない「セーブモード」

の体格にプログラムされることになります。そう

いう子どもが生後に体格に対して過剰な栄養を摂

ると、将来的に肥満・糖尿病・心筋梗塞などの生活

習慣病を発症しやすくなることが知られていま

す。 

このように、若い女性の「やせ」は、その子ど

も（＝次の世代）にまで影響する可能性があるの

です。 

 

女性アスリートの「やせ」                     

 女性アスリートは運動量が多く、エネルギー摂

取量がエネルギー消費量に追いつかず結果的に

「やせ」や無月経になることがあります。10代や

20 代でも骨粗鬆症になってしまうアスリートもい

ます。これらの問題を「女性アスリートの三主徴

（利用可能エネルギー不足、無月経、骨粗鬆症）」

といいます。さらに、最近では「スポーツにおけ

る相対的エネルギー不足（relative energy 

deficiency in sport: RED-S）という概念も広がって

きています。エネルギー不足の状態では、月経や

骨の健康にとどまらず、発育・発達、精神、代 

謝・内分泌系、免疫系など全身の臓器に悪影響を

与え、結果的にパフォーマンスを低下させるとい

う考えです。体が丈夫そうに見えるアスリートで

も、「やせ」や無月経は全身の健康問題のサインと

捉える必要があります。 

このように、「やせ」は深刻な問題をはらんでい

ます。ご自身や次の世代の健康を守るために適切

な栄養をとり、適切な体重を心がけることはとて

も大切です。とはいっても、何をどれだけ食べた

らいいか分からない、という女性も多いでしょ

う。大和市健康づくり推進課では「大人女子/女子

高校生のための栄養相談室」を開設しており、無料

で栄養指導を受けることが可能ですので、そちらも

ぜひ活用してください。 

 

「かかりつけ産婦人科医」のススメ                   

 「産婦人科を受診するのはハードルが高い」と

感じている女性は少なくありません。妊婦さんが

いくところ、というイメージがあるのかもしれま

せん。ただ、私たち産婦人科医の仕事は出産に携

わるだけでなく、女性の健康を守ることです。無

月経、月経痛、月経前の不調、不妊症、妊娠・出

産、性感染症、子宮や卵巣の病気、更年期障害な

ど幅広く診療しています。ライフステージの変化

に伴い女性は身心ともに変化し、直面する健康問

題も様々です。10代や 20代の方も、月経の事など

で困っていたり、心配なことがあったりする際はぜ

ひ産婦人科で相談してください。ときにデリケート

な問題だからこそ、こまやかにケアするパートナ

ーとして、いつでも相談できる「かかりつけ産婦

人科医」をもつのはいかがでしょうか。 


